
 

  

 

                                           

 

 

 

伝え合う力を高める 
                研究主任 髙野 千草                       

本校では、自立した学習者の育成を目指して、子供同士の関わりを通して個の学びが深ま

るように取り組んでいます。学年の発達段階を意識し、子供たちが学年に応じた話し方で自

分の思いや考えを伝えることを大切にしています。 

６年生の目当ては、「相手の反応を確認したり、言葉を

言いかえたりして分かりやすく話す」ことです。子供たち

は、昨年度から、参考になった友達の家庭学習について話

し合う活動を続けています。 

１０月の朝の会の様子です。自転車について調べた友

達の取組について、Ａさんは、「自分は本で調べるだけな

のに、車輪を実際に工作して動きを確かめているからいいね。みんなはどう思う？」とグルー

プの友達に尋ねました。するとＢさんは、タブレットの画面を見ながら、「ぼくも、この自転

車の写真や言葉が分かりやすくまとめられていると思う。」とＡさんの話につなげて答えまし

た。それを聞いていたＣさんは、「ちょっと待ってね！」ともう一度友達の取組を見直し、分

かりやすくまとめられている他の取組の画面を示して、「これも、イラストが入っているし、

短くキーワードでまとめられているからいいよ。」と伝えました。対話の中で、相手の反応を

確かめたり、話の意図を捉えて、それにつなげながらより具体的に自分の思いや考えを伝え

たりする姿が見られました。 

 子供たちの話す力を高めるために、二つのことを大切にしたいと考えます。一つ目は、子供

たちが「話したい」「伝えたい」と思える話題を設定することです。これまで継続して取り組

んでいる家庭学習の話題で、たくさんの取組から参考になるものを一つ選ぶという明確な目

的があることで、必要感をもち、自分の考えをみんなと共有したいという思いが高まります。

二つ目は、聞く力を高めることです。最後まで話を聞いて感想を伝えたり、疑問に思ったこと

を質問したりする聞き手の存在によって、自分の考えを整理し、適切な言葉で分かりやすく

表現することにつながると考えるからです。 

話す力や聞く力は、相手と関わって学び合う原動力です。今後も、授業や朝の会等で思いや

考えを伝え合う機会を継続的に設け、進んで相手と関わり学びを深める子供を育てていきた

いと思います。 
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２日(月) 校外班集会・集団下校 
 集金振替日 

１１日(水) 委員会、アルミ缶回収 
１８日(水) クラブ 

＜1２月の主な行事予定＞ 

１９日(木) 保護者懇談会（東野尻地区） 
２０日(金) 保護者懇談会（五鹿屋地区） 
２３日(月) 給食終了 
２４日(火) ２学期終業式 



 

◆小中学生写真コンテスト   優良賞     １年 尾栢 咲希 

               ミュージアム賞 ４年 齋藤 萌恵奈  

◆砺波地区秋季ミニバスケットボール大会  

男子２位 砺波南部ミニバスケットスポーツ少年団 

◆富山県バレーボール小学生大会  第２位 TNVG（砺波南部バレーボールガールズ） 

◆富山県学生競書展         ６年 余西 咲菜 

 

 

 

 

本校では、ボランティア委員会が中心となり、毎月第２、４水曜日に、アルミ缶回収をして

います。毎回、多くの家庭や地域の方々のご協力により、袋いっぱいにアルミ缶が集まりま

す。いつもたくさんのご協力ありがとうございます。 

児童集会で、ボランティア委員会がアルミ缶回収に関する劇とクイズを発表することにな

りました。内容を考えるとき、委員会の子供から「これまでにどのくらい集まっているのか知

りたいな」という声が上がりました。調べてみると、過去５年間で１０万円分以上のアルミ缶

が集まっていることが分かりました。金額を知り、子

供たちはとても驚き、残り少ない回収日にも、南部デ

イサービスセンターのみなさんに贈り物を届けるため

に、全校のみんなへの声かけをがんばろうと意気込ん

でいました。南部っ子の「やさしい心」が形になってい

ると考えられます。アルミ缶回収を通して、誰かの役

に立ちたいという思いが高まり、さらに「やさしい心

（相手を思いやる心）」が育まれることを願っています。 

（福祉教育担当 棚田 朱音） 

 
 

  

 つばさ・ひばり学級で合同集会を企画しました。各

学級でしたいことを出し合い、王様ドッジボールと隠

れおにごっこをすることになりました。司会係の子供

が、プログラム係の子供に、「プログラム２番と３番

は王様ドッジボール、隠れおにの順番でいい？」と声

をかけたり、隠れおにごっこのルール説明係の子供た

ちが、実際に先生とグラウンドを見ながら、「隠れる

所は一応あるけど、端から端まで遠すぎて１年生が大

変かもな」と相談したりするなど、みんなで準備を進

める中で、積極的に友達と関わり合う姿や相手を思いやる姿が多く見られました。集会の当

日は、低学年から高学年まで皆が笑顔あふれる集会になりました。 

 今後も、友達同士で関わり合いながら学ぶ機会を多く設け、互いに思いやる子供たちに成

長することを期待しています。  （つばさ学級担任 勝原 昌宗・ひばり学級担任 高正 淳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊びを通して学び合う 

アルミ缶回収を通して 

か が や く 南 部 っ 子  

砺波市より、創立４０周年記念事業実行委員会 代表 髙田法仁 氏へ、
本校へのピアノの寄附に対する感謝状が贈呈されました。 

地域の皆様、ありがとうございます。今後、有効にピアノを活用させ
ていただきます。 


